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令和５年度第３回朝来市介護保険事業計画等審議会 

 

１ 日 時   令和５年５月 24日（水）13：30～15：45 

 

２ 場 所   朝来市保健センター 多目的ホール 

 

３ 出席委員  １５名 

馬庭会長、西垣副会長、前田委員、小谷委員、安保委員、足立委員、髙内委員 

出口委員、中山委員、小山委員、波多野委員、三多委員、片山委員、中尾委員 

須藤委員  15名 

事務局    健康福祉部長、高年福祉課長、ふくし相談支援課長、他３名 

欠席委員  ０名 

 

４ 傍聴席    ０名 

 

５ 内 容 

 （１）委嘱状交付 

 （２）委員紹介 

 （３）会長及び副会長の選任 

（４）審議事項 

 ①高齢者福祉を考えるための市民アンケート調査報告について 

②介護サービス事業所調査の集計・分析について 

③朝来市における地域課題について 

 

６ 会議の要旨 

  別紙のとおり 
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要点記録 

発言者 内   容 

会長  

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

審議事項１、朝来市高齢者保健福祉計画及び第９期介護保険事業計画策定のた

めのアンケート調査報告【資料 No.1】並びに介護サービス事業所調査結果報告書

【資料 No.2】について当局より報告を受けます。 

 

（朝来市高齢者保健福祉計画及び第９期介護保険事業計画策定のためのアンケー

ト調査報告【資料 No.1】並びに介護サービス事業所調査結果報告書【資料 No.2】

について説明） 

 

【質疑】 

サービス事業所調査問 25の記述で「何を言っても結局何も変わらない」、「市

の方でも予防の方を担当してほしい」との意見があるということは、市があまり

積極的に関わっていないとか、意見が出てもあまり対応していないということな

のか。 

 

こういった意見を受けて、真摯に取り組んでいかないといけないと思うが、直

接何もしてくれないというような意見はこれまで聞いたことがなかったので、本

当にそういう意見があるとすれば、反省して今後につなげていきたいと考えてお

ります。 

 

どういう状況でどういうことを言っているか、アンケートなので詳細はわから

ないが、こういう意見があるということを踏まえて対応をお願いしたいと思う。

計画策定するこのような会議においても柔軟に意見を取り入れてもらえればと思

います。 

 

次に朝来市における地域課題について説明をお願いします。 

 

（調査結果からみえる課題【資料８】について説明） 

 

 

【質疑】 

参考資料となっている資料４～資料７を踏まえた上での質問ということか。そ

れとも資料４～資料７は後からやるので、今の調査結果の資料３と資料８につい

ての質問ということか。どういう流れになるのか。 

 

参考資料４については、この後、重点課題に対する対応策の所で説明させてい

ただきたいと思います。資料５、６、７については、この重点課題に対する対応

策に基づく根拠資料として作成しております。 

 

引続き、重点課題に対する対応策について説明をお願いします。 

 

（重点課題に対する対応策について説明） 

 

いろいろ説明が続いたので、ここで今日の会議の方向性を確認したい。スケジ

ュールについては後で説明があると思うが、毎年タイトなスケジュールになるの

で、話し合っておかなければならないことを確認しておきたい。 

次の会議予定が８月なので、その時は具体的な骨子案になってくることを踏ま

えると、フリーディスカッションできるのは今日以外はなかなか難しいような状

況になる可能性がある。このことを踏まえて、今、重要課題を抽出してもらって

おり、５つの重要課題がある。これが妥当なものなのかどうか、足らないものが

あるのかどうかという意見を出してもらうこと、そしてそれぞれの重点課題につ
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

いての対応策として、ここに記載してあるが、この課題に対してどういう方向性

でこの計画を作ってもらいたいかという意見を委員さんにお願いしたいというこ

とでいいのではないかと思う。 

まずは、５つ課題を抽出してもらっているので、それぞれの課題について、こ

の対応策を踏まえて、こういう対策をしたほうがいいのではないかとか、そうい

う議論がしていければいいかなと思う。１つ１つやっていくが、①②の項目は同

じようなところもあるので、①の「要介護者の通いの場の確保」、②「元気高齢

者、要支援者の通いの場の確保」について、市からこういう方向性で考えている

という話があったが、委員の方からこういう対策をした方がいいのではないかと

か、こういうことを考えた方がいいのではないかとか、意見やこれを抽出したこ

とについての質問があれば意見をお願いしたい。 

 

【質疑】 

①の「要介護者の通いの場の確保」の対応策で、『曜日指定等の制限はあるも

のの市全体的には充足している』と記載があるが、これを重点課題として抽出し

た意図はなにか。 

 

委員がおっしゃる通り、確かに定員数からすると足りているということで充足

と書いたが、もう少し本人の生活の質(QOL)のことを考えるとどうかなという含み

を入れて、出した課題であります。 

 

【質疑】 

需要と供給があっているのかというところでの意見が多くあった。この対応策

は今のところは何とかなっているが、現実として中身的には充足はしてないとい

うことを皆さんに伝えたい。 

 

確かに地域性というものもありますし、今の意見のように実際に行きたいが我

慢している人もいて、令和４年度の稼働率平均 81％というこの数字だけ見てしま

うと、実態が伴ってない可能性もあるので、その辺りを充分踏まえて、今後３年

間のデイサービスの状況など、今の意見を参考にして進めていかないといけない

と思っております。 

 

【質疑】 

供給の問題として、今の状況を変えないということを前提にして話が進んでい

るような気がする。今後この３年間で、介護、支援が必要な方々が増えていくに

あたって、今の介護事業所の供給ということを今のままの考え方で進めていくの

かどうか、具体的に言うと、お金がどれだけかかってもいいのであればどんどん

増やしていけばいいが、数が増えていけばそれが保険料にもつながってくるし、

介護人材不足の問題もある。その中で、もう少し広く、安い、介護サービスに移

行していく必要があるのではないかとか、そういう供給サイドの何かしらの変化

というものが必要かどうかというところについてはどうか。 

 

要介護者は、高齢化の進展に伴って増えていくものだし、国の方でも要介護

１、２の人を総合事業に移行する議論がなされる中で、デイサービスなどは、今

の意見も踏まえ個人的には今の状態では足りないのではないかとも考えるので、

そういった方向で進めていけたらと思います。 

 

【質疑】 

今、１事業所を閉めたので、その職員をどこかに振り分けて、なんとかやりく

りしているという状況だと思うが、それでは結局変わってないということにな

る。各事業者が忙しくなったということにはなるが、このやり方で今後ずっとや

っていけるのかというとやはり考える必要があって、それが総合事業というとこ

ろにつながってくるのだろうと思う。 
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事務局 

重点課題の②もそうだが、これまでの集いの場は今百何カ所中何カ所稼働して

いるから、あと残りのところを増やすようなことだが、これまでのやり方を変え

ずにそれを増やしていくのか、それともその代わりのものを何かしら作っていく

のか、作る必要があるのか、その辺はいかがか。 

 

市としては、分析にもあったとおり、集いの場に行ったことがない人が半分ぐ

らいいるというようなデータもあります。今あるだけでうまく進んでいるのかと

いうとそうではないと認識しているので、新しい方向性というか、住民が主体と

なるような対策というのは今後作っていく予定ではあります。 

 

【質疑】 

現状以外のものを考えるということか。 

 

そのとおりであります。 

 

【質疑】 

「元気高齢者、要支援者の通いの場」について、市が思う柱になるものは何にな

るのか。いつもそれを聞くと、いろいろなことを複合していくということを言う

が、本当に介護予防という意味で、実効性があるかということもあるし、市が意

識する元気高齢者、一般支援レベルの方の介護予防の柱となる事業というのは、

ミニデイなのかいきいき百歳体操のことなのか、この辺りはどうなのか。そし

て、それを第９期計画にどうやって生かしていくのか。 

 

要支援の人の柱と元気な人の柱は全く違っていて、要支援の方で少し虚弱にな

られている方がデイサービスを利用するよりもということであれば、やはり地域

の元気な方々と交流する場を作っていくということが柱と考えている。 

 

【質疑】 

③の介護人材確保だが、本当に介護人材を確保するのが難しい状況がここ何年

か続いていて、これから先もあると思うが、外国人の人材確保は含まれているの

か。今但馬の施設で、かなり外国人を雇用している施設がたくさんある。うちの

法人でもネパールの外国人を雇用したりしているが、そういった施設と市で協力

して進めていくことは検討されているか。 

 

本当に介護人材の確保というのは大切な課題だと認識しておりますので、何か

しら施設の方々と考えていかなければならないことだと思う。今年、県の方でそ

ういった事業を検討しているので、その動向を見ながら進めていきたいと考えて

おります。 

 

時間の関係もあるので、これでディスカッションを終了しますが、これをもと

に次の審議会では、方針を作ってもらって、それを検討するということになる。

それまでまだ２、３ヶ月あるので、他にも意見があったら、事務局の方に伝えて

もらえればと思う。 

 

次回開催は８月中旬を予定しているが、今日の意見等を踏まえ分析して、８月

前にもう１回開催するか、書面でのやり取りにするかは、会長と相談しながら考

えていきたいと思います。その時はまた案内をさせていただきます。以上をもち

まして、審議会を閉じます。 

 

 

 

            


